
 

 

 

 

WebSphere Application Server V8.5 

Liberty プロファイル版 

 

修正パッケージ(Fix Pack) 

 適用ガイド 
 

V1.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012 年 11 月 

日本アイ・ビー・エム株式会社 

ソフトウェア事業 

    



 1 

目次 

 

1. はじめに .................................................................................................................................................. 2 

2. IBM Installation Managerの更新 ............................................................................................................ 4 

3. Fix Packのインストール方法① ............................................................................................................... 8 

4. Fix Packのインストール方法② ............................................................................................................. 14 

5. Fix Packのインストール方法③ ............................................................................................................. 25 

6. Fix Pack インストール後の確認 ............................................................................................................. 29 

7. Fix Packのアンインストール方法① ....................................................................................................... 30 

8. Fix Packのアンインストール方法② ....................................................................................................... 36 

9. Fix Packアンインストール後の確認 ....................................................................................................... 37 

 

 

 

 

 

変更履歴 

2012/11/26 初版 

2016/01/22 Fix Pack インストール時の注意事項として、Javaセキュリティー・ポリシー・ファイルのバックアップを追加 

2016/04/13 アーカイブ形式のインストールにおいて、上書きインストールが可能なように読み取れる部分を修正(アーカイブ形式

のインストールでは、上書きインストールはできません) 

  

  



 2 

1.  はじめに 

WebSphere Application Server（以下WAS）では、定期的に修正パッケージ（Fix）を、以下の製品サポート

Webサイトで公開しています。 

http://www.ibm.com/software/webservers/appserv/was/support/ 

本ガイドは、WAS V8.5の修正パッケージ（Fix Pack）の導入を手順書化したものです。 

 

1-a.  WAS V8.5のバージョン表記について 

WAS V8.5では、バージョンを 「V8. x. y. z」 というように、4つの数字の組み合わせで表記します。 

各数字は、下表のFixレベルを表します。また、単体の個別Fixのことを単に“Fix”、あるいは“Interim Fix”、“iFix”

と呼びます。 

Fixレベル 表記例 修正(Fix)の内容 

Release 「x」 V8.5 大きな機能の追加や変更。 

（リリースアップにはパスポート・アドバンテージ契約が必要） 

Refresh Pack 「y」 N/A 機能の追加や前提条件の更新を含み、その以前に出ている

Refresh Packを含んだ修正の集合。 （V5.0/V5.1では、Fix 

Packと呼ばれていたもの。） 

V6.1からRefresh Packはリリースされなくなりました。 

Fix Pack 「z」 V8.5.0.1 複数のFixがまとめて定期的に公開されたもの。その以前に出て

いるFix Packを含みます。 

Fix V8.5.0.1 

+ PQ00000 

「PQ00000」や「PK00000」などの個別のFix。 

“Interim Fix”、“iFix”とも表記されます。 

例えば、V8.5.0.1とは、V8.5を導入後、Fix Pack1を適用した環境のことを指します。 

 

本ガイドでは、 “Fix Pack”の適用手順について記述します。 

1-b.  本ガイドで修正パッケージを適用するにあたって 

WebSphere Application Server （以下WAS）V8.xからは、WASのインストールとFixの導入がIBM 

Installation Manager というツールに一元化されました。WASのインストールだけでなく、Fixを導入したり、既

に導入済みのFixの情報を参照、あるいは削除したりする事が可能です。 

 

WAS LibertyプロファイルのFix適用の方法は、WAS Liberty プロファイルを導入した方法によって異なりま

す。 

 

IBM Installation Managerを使用し、<WAS Root>/wlpディレクトリー以下に導入されたWAS Liberty プロファ

イルを更新するには、おなじくIBM Installation Managerを使用します。IBM Installation Managerは、WASの

インストールだけでなく、Fixを導入したり、既に導入済みのFixの情報を参照、あるいは削除したりする事が可

http://www.ibm.com/software/webservers/appserv/was/support/
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能です。この方法については2～4章を参照してください。 

 

Jarアーカイブファイルを利用して，手動で（または開発者ツールを使用して）導入をおこなった場合は，おなじく

アーカイブファイルを使用して更新をおこないます。この方法については5章を参照してください。 

但し、適用するFixの前提条件等もありますので、適用時には各FixのReadmeもご参照の上、適用をお願いし

ます。 

 

本文中で使用されている<Liberty_Root>とは、既存Liberty プロファイルのインストール・ディレクトリーのこと

であり、デフォルトではJARファイルのダウンロード・ディレクトリーとなります。また<Liberty_Root+>とは、新し

くインストールしたLiberty プロファイルのインストール・ディレクトリーのことを指します。 

 

また<IM_DATA_ROOT>とは、IBM Installation Managerのアプリケーション・データ・ロケーションのことであ

り、各プラットフォームのデフォルトは、以下のディレクトリーとなります。 

［AIX/Linux/Solaris/HP-UX 環境］  ：/var/ibm/InstallationManager 

［Windows XP/2003 環境］          ：C:¥Documents and Settings¥All 

Users¥Application Data¥IBM¥Installation Manager 

［Windows 7 環境］   ：C:¥ProgramData¥IBM¥Installation Manager 

［Windows 2008 環境］    ： 

－管理ユーザーを選択してインストールした場合 ： 

C:¥ProgramData¥IBM¥Installation Manager 

－単一ユーザーを選択してインストールした場合 ： 

C:¥Users¥User名r¥AppData¥Roaming¥IBM¥Installation Manager 

 

 

各コマンドやツールの詳細な情報については、適用するFixのReadmeや、Infocenterを合わせてご参照くださ

い。 

また、本文中のURLおよびWebサイトの画面イメージは、2012年11月現在のものであり、将来変更される場合

がありますのでご注意ください。 
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2.  IBM Installation Managerの更新 

Fix Packの導入にあたり、まず IBM Installation Managerの更新を求められる場合があります。 

 

1. 導入済みの IBM Installation Managerを起動します。IBMIM.sh(exe)コマンドを実行し、IBM Installation 

Managerを起動します。  

■ Unix・Linuxの場合 

# cd 〈IBM Installation Managerのインストール・ディレクトリー〉/eclipse 
# ./IBMIM.sh 

■ Windowsの場合 

> cd 〈IBM Installation Managerのインストール・ディレクトリー〉¥eclipse 
> IBMIM.exe 

 

 「スタート」＞「すべてのプログラム」＞「IBM Installation Manager」＞「IBM Installation Manager」か

ら起動、またはインストール・ディレクトリーにある exeクリックによる起動も可能です。 
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2. 「更新」ボタンを押すと、利用可能な IBM Installation Managerのアップデートがある場合にダイアログボッ

クスが表示されます。 詳細を押すと、現在実行しているバージョンと利用可能なバージョンが表示されま

す。 

 

 

3. バージョンを確認して、「はい」をクリックします。 
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4. 更新が開始されます。 
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5. 更新の完了後、再起動をします。「OK」をクリックします。 

 

 

 

オフラインのローカルで更新する場合の手順は以下のとおりです。 

Fix Centralから IBM Installation Managerの Fix Packをダウンロードします。 

6. Zip形式の Fix Packを解凍して、中に repository.configが存在することを確認します。 

7. IBM Installation Managerを起動して、「設定」から「リポジトリーの追加」をクリックして repository.configを

指定します。手順 4を参考にしてください。 

8. 最初の画面に戻り、「更新」をクリックして更新を開始します。 

 

詳細は以下を参照してください。 

http://www.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg24023498 

http://public.dhe.ibm.com/software/dw/jp/rational/library/common/install/im_usageguide/im_usageguide.

pdf 

 

 

http://www-01.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg24023498
http://public.dhe.ibm.com/software/dw/jp/rational/library/common/install/im_usageguide/im_usageguide.pdf
http://public.dhe.ibm.com/software/dw/jp/rational/library/common/install/im_usageguide/im_usageguide.pdf
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3.  Fix Packのインストール方法① 

Liberty プロファイルへの Fix Pack適用にはウィザード(GUI)モードとサイレント（CUI）モードとア

ーカイブ形式があります。本ガイドでは、GUIモードとアーカイブ形式のインストール手順を示します。 

 

ここでは IBM Installation Managerから、Webベースで IBMのリポジトリーにアクセスして Fix Packを適用す

る手順を紹介します。 

 

●インストールを行う前の注意事項/推奨事項 

1. 導入前にすべてのWAS, IHSが停止していることを確認してください。 

また、WAS以外で稼動している javaプロセスについても停止する必要があります。 

2. AIX環境では不要なライブラリをアンロードするため、rootで slibcleanを実行してください。 

3. ファイルシステムのスペースに不足がないことを確認してください。 

・ [AIX] :  /tmp、/usrに各々約 600M  

・ [Linuxおよび AIX以外の UNIXベースのプラットフォーム] : /tmp、/optに各々約 600M 

（上記のプラットフォームにおける /usr 、/opt配下に必要とされるスペースはWASのインストー

ル・ディレクトリーに依存します。インストール・ディレクトリーを変更している場合は、そのファイ

ルシステムのスペースを確保してください。） 

・ [Windows] :インストールを実行するディスクに約 1.2GB 

・ バックアップ・ファイル用として、バックアップ・ディレクトリーに 1～1.7GB（Fix Pack と同じサイ

ズ） 

4. IBM Java SDKの Fix Packは、制限のないポリシー・ファイルと cacertsファイルを上書きする

可能性があります。Fix Pack を適用する前に、制限のないポリシー・ファイルと cacerts ファイル

をバックアップして、これらのファイルをFix Packの適用後に再配置します。 これらのファイルは 

<WAS_ROOT>¥java¥jre¥lib¥securityディレクトリーにあります。 

5. テスト環境下での適用確認を 実行してからの本番環境での適用を推奨します。 

6. Fix適用前に Back-upなどをとり、問題発生時にすばやく対処できるよう対策をとることを推奨し

ます。 

      

 

 



 9 

1. 最初の画面に戻ります。「更新」をクリックします。 

 

 

WASに Fix Packを導入します。「IBM WebSphere Application Server V8.5」を選択して、「次へ」をクリックし

ます。 
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2. ここでは、「IBM WebSphere Application Server Network Deployment」の「バージョン 8.5.0.1」を選択し

て、「次へ」をクリックします。 

 

3. 「使用条件の条項に同意します」にチェックを入れて、「次へ」をクリックします。 
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4. Fix Packを適用するフィーチャーを選択します。ここでは Liberty プロファイルを選択して、「次へ」をクリック

します。
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5. 更新内容が表示されます。内容を確認して、「更新」をクリックします。 

 

 

6. Fix Packの適用が開始されます。 
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7. Liberty プロファイルへの Fix Pack適用が完了しました。「終了」をクリックします。 

 

 

以上で IBM Installation Managerを使用した Liberty プロファイルへの Fix Pack適用は完了です。 
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4.   Fix Packのインストール方法② 

ここでは IBM Installation Managerから、Fix Centralからローカルにダウンロード済みの Fix Packを適用する

手順を紹介します。 

 

4-a.  Fix Packのダウンロード 

Fix Packは、製品サポート・サイトよりダウンロードして導入します。ダウンロードには IBM IDが必要です。 

 

1. 製品のサポート・サイトで、最新 Fix Packsを調べます。下記Webサイトにアクセスし、「Downloads」の

「Latest Fix Packs」をクリックしてください。 

https://www-947.ibm.com/support/entry/myportal/overview/software/websphere/websphere_applicati

on_server 
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各バージョンの最新 Fix情報一覧が表示されます。「Version 8.5.0.1」をクリックすると、ダウンロードページに

移動します。 

 

 

適用する Fix Packをダウンロードします。使用 OSに対応した Fix Packをクリックするとダウンロードページに

進みます。「今すぐダウンロード」をクリックします。V7.0では、Java、AppServer、Client、Plug-in、IHS と分か

れていましたが、V8.xよりプラットフォームに応じてまとめて提供されるようになりました。ダウンロード対象は、

WAS本体用の Fix Packである、8.5.0-WS-WAS-FP0000001-part1.zip、part2になります。この中に Liberty 

プロファイルに対する Fix Packが含まれます。 
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2. Fix Pack ファイルのダウンロード・ウィンドウが表示されますので任意のディレクトリーに保管します。 

 WAS V8.5の Fix Pack ファイルは、Zip形式で提供されています。 

（例：8.5.0-WS-WAS-FP0000001-part1.zip） 

 

3. Zipファイルを解凍して、repository.configファイルがあることを確認します。Part1とPart2は同じディレクト

リー内に解凍します。 

 

以上で Fix Packのダウンロードは完了です。 

 

次のステップでは、導入する Fixを指定する際に、この repository.cofingを指定します。 
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4-b.  Fix Packのインストール 

●インストールを行う前の注意事項/推奨事項 

1. 導入前にすべてのWAS, IHSが停止していることを確認してください。 

また、WAS以外で稼動している javaプロセスについても停止する必要があります。 

2. AIX環境では不要なライブラリをアンロードするため、rootで slibcleanを実行してください。 

3. ファイルシステムのスペースに不足がないことを確認してください。 

・ [AIX] :  /tmp、/usrに各々約 600M  

・ [Linuxおよび AIX以外の UNIXベースのプラットフォーム] : /tmp、/optに各々約 600M 

（上記のプラットフォームにおける /usr 、/opt配下に必要とされるスペースはWASのインストー

ル・ディレクトリーに依存します。インストール・ディレクトリーを変更している場合は、そのファイ

ルシステムのスペースを確保してください。） 

・ [Windows] :インストールを実行するディスクに約 1.2GB 

・ バックアップ・ファイル用として、バックアップ・ディレクトリーに 1～1.7GB（Fix Pack と同じサイ

ズ） 

4. IBM Java SDKの Fix Packは、制限のないポリシー・ファイルと cacertsファイルを上書きする

可能性があります。Fix Pack を適用する前に、制限のないポリシー・ファイルと cacerts ファイル

をバックアップして、これらのファイルをFix Packの適用後に再配置します。 これらのファイルは 

<WAS_ROOT>¥java¥jre¥lib¥securityディレクトリーにあります。 

5. テスト環境下での適用確認を 実行してからの本番環境での適用を推奨します。 

6. Fix適用前に Back-upなどをとり、問題発生時にすばやく対処できるよう対策をとることを推奨し

ます。 
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1. 導入済みの IBM Installation Managerを起動します。IBMIM.sh(exe)コマンドを実行し、IBM Installation 

Managerを起動し、「更新」をクリックします。 

■ Unix・Linuxの場合 

# cd 〈IBM Installation Managerのインストール・ディレクトリー〉/eclipse 
# ./IBMIM.sh 

■ Windowsの場合 

> cd 〈IBM Installation Managerのインストール・ディレクトリー〉¥eclipse 
> IBMIM.exe 

 「スタート」＞「すべてのプログラム」＞「IBM Installation Manager」＞「IBM Installation Manager」か

ら起動、またはインストール・ディレクトリーにある exeクリックによる起動も可能です。 

 

Fix Packのリポジトリーを指定します。「設定」をクリックします。 
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リポジトリーの追加をクリックし、解凍したWAS本体の Fix Pack内の repository.configを指定して、OKをクリ

ックします。 

 

元の画面に戻るので、「OK」をクリックします。 
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更新をクリックします。 

 

更新するパッケージの一覧が表示されます。「IBM WebSphere Application Server V8.5」または「IBM 

WebSphere Application Server Network Deployment V8.5」を選択して、「次へ」をクリックします。 
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適用可能な Fixが表示されます。ここでは「IBM WebSphere Application Server Network Deployment バー

ジョン 8.5.0.1」を選択して、「次へ」をクリックします。 

 

さらに Liberty プロファイルの Fixの「8.5.0.1-WS-WASProd_WLP-DistOnly-IFPM75505 

8.5.1.20121025_1021」を選択して、「次へ」をクリックします。 
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「使用条件の条項に同意」にチェックを入れて、「次へ」をクリックします。 

 

Fix Packを適用するフィーチャーを選択します。ここでは Liberty プロファイルを選択して、「次へ」をクリックしま

す。 
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更新内容が表示されます。内容を確認して、「更新」をクリックします。 

 

 

更新中になります。 
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Liberty プロファイルへの Fix Pack適用が完了しました。「終了」をクリックします。 

 

 

以上で IBM Installation Managerを使用した Liberty プロファイルへの Fix Pack適用は完了です。 
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5.  Fix Packのインストール方法③ 

ここでは Liberty プロファイルをアーカイブ形式で導入していた場合の Fix Pack適用方法をご紹介し

ます。基本的に新しいロケーションに Fix Pack アーカイブをインストールし、ユーザー・ファイルと

サーバー構成データを移行する形式となります。同じロケーションの既存環境にインストールをすると、

元に戻すことができないのでご注意ください。 

 

5-a.  Fix Packのダウンロード 

2. 手順 4-aの 2までは同様です。 

適用する Fix Packが IBM Installation Managerのときとは異なり、JAR ファイルをダウンロードします。使用

OSに対応した Fix Packをクリックするとダウンロードページに進みます。「今すぐダウンロード」をクリックしま

す。ダウンロード対象は、wlp-xxx-8.5.0.1.jarを導入済みのエディションに応じて入手します。xxxはエディショ

ンを指します。 

 

 

Fix Packファイルのダウンロード・ウィンドウが表示されますので任意のディレクトリーに保管します。 

 WAS V8.5 Liberty プロファイル用の Fix Pack ファイルは、jar形式で提供されています。 

（例：wlp-base-8.5.01.jar） 

 

次のステップでは、この jarファイルを展開して Fixが適用された新しい環境を導入します。 

 

3. 以上で Fix Packのダウンロードは完了です。 
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5-b.  Fix Packのインストール 

● 新しいロケーションにインストールします。 

1. 手順 5-aでダウンロードした Fix Packをターゲット環境にコピーします。 

2. 以下のコマンドで JAR ファイルを展開します。 

■java -jar <downloaded_archive_location>/wlp-developers-8.5.0.1.jar 

3. ライセンス条項に同意してインストールを続行します。 

 

4. インストール・ロケーションを選択します。既存環境とは異なる新しいロケーションを指定します。アーカイブ

形式のインストールにおいては、既存環境と同じロケーションを選択して Fix Packをインストールすることは

できません。 

 

補足) ターゲット・ディレクトリーとして、既存のインストール・パスを指定した場合には、下記のように表示されイ

ンストールできません。 
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● ユーザー・ファイルとサーバー構成データを移行します。 

5. Liberty プロファイルではユーザーが生成したコンテンツとサーバー構成データは以下の 2つのロケーショ

ンに保管されます。 

・ WLP_USER_DIR：共用リソースを含むサーバー構成ファイルのディレクトリーを示す環境変数 

・ WLP_OUTPUT_DIR：ログなど、サーバーが生成したリソースのディレクトリーを示す環境変数 

6. WLP_USER_DIR をシステム内で設定している場合、新しいランタイムは引き続きそのロケーションを使いま

す。バックアップをとるにはWLP_USER_DIRが参照しているディレクトリーを、ファイルシステム上の別のロ

ケーションへコピーします。既存環境を保護するにはWLP_USER_DIR を新しくインストールした環境を参

照するように変更します。 

7. WLP_USER_DIRが設定されていない場合、サーバー構成と共用リソースはインストール・ディレクトリー直

下にある usrディレクトリーに保管されます。 

8. WLP_OUTPUT_DIR をシステム内で設定している場合、新しいランタイムは引き続きそのロケーションを使

うので、古いログが上書きされます。古いログを保存するにはWLP_OUTPUT_DIR変数をアップデートする

か変数定義を解除（unset）します。 

9. WLP_OUTPUT_DIRが設定されていない場合、デフォルトのロケーションはサーバーのルート・ディレクトリ

ー（例：<Liberty8501>/usr/servers/<サーバー名>）になります。新しい環境が新しいロケーションにインスト

ールされる場合は、各環境の usr/servers/<serverName>/logsディレクトリーにログが出力されるのでアッ

プデートは不要です。 

 

● 新しいサーバーを開始します。 

10. 既存環境を上書きした場合は、最初に Liberty プロファイルサーバーを起動する際に、--cleanオプションを

つけます。cleanオプションは最初の 1回のみ使い、次の起動からは使いません。 

■<liberty_VX+（新しくインストールした Liberty）>/bin/server start --clean 
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11. 既存環境を上書きしていない場合は、下記のコマンドを実行してサーバーを開始します。 

■<liberty_Root+>/bin/server start <server_name> 

 

 

以上でアーカイブ形式による Liberty プロファイルへの Fix Pack適用は完了です。 
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6.  Fix Pack インストール後の確認 

下記に、WAS V8.5 Liberty プロファイルでの Fix Pack適用成否の確認方法をご紹介します。 

 

1. IBM Installation Managerから導入した場合のファイルから確認する方法 

 インストール済みの製品一覧 

 <IM_DATA_ROOT>/installed.xml 

 インストール履歴 

 <IM_DATA_ROOT>/histories/製品名/history.xml 

IBM Installation Managerから導入した場合、GUIから確認する方法 

 「ファイル」→「インストール・ヒストリー」をクリック 

 

 インストール・ヒストリーの一覧 

 

アーカイブ形式で導入した場合のファイルから確認する方法 

 <liberty_Root+>/lib/versions/WebSphereApplicationServer.properties 

 Liberty プロファイルのバージョン確認の例 
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7.  Fix Packのアンインストール方法① 

IBM Installation Manager から適用した Fix Pack は、以下の手順でアンインストールすることができます。

WAS V8.xからはロールバックという手順を踏むことで以前のバージョンに戻すことができます。 

 

●アンインストール時の注意事項 

また、すべてのWAS, IHSが停止していることを確認してください。WAS以外で稼動している javaプロ

セスについても停止する必要があります。 

 

1. IBM Installation Managerを起動し、「ロールバック」をクリックします。 
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2. ロールバックするコンポーネントを選択し、「次へ」をクリックします。 
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3. ロールバック先のパッケージを選択して、「次へ」をクリックします。 
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4. 要約画面が表示されます。内容を確認し、誤りがなければ「次へ」をクリックします。ロールバックが開始さ

れます。 
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5. ロールバック中になります。 
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6. ロールバックが完了しました。「終了」をクリックします。 
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8.  Fix Packのアンインストール方法② 

アーカイブ形式で適用した Fix Packは、以下の手順でアンインストールすることができます。 

 

1. サーバーが起動中の場合は、すべて停止します。 

■<liberty_Root+>/bin/server stop <server_name> 

 

2. ユーザー・データとサーバー構成ファイルを保管します。これらの方法については手順5-bの6を参照してく

ださい。 

3. Fix Packが適用されたランタイムを削除します。 

4. サーバーを開始します。 

■<liberty_Root>/bin/server start <server_name> 

 

 

以上でアーカイブ形式によって適用した Liberty プロファイルの Fix Packのアンインストールは完了です。 
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9.  Fix Packアンインストール後の確認 

手順 6 と同様です。 

 

Fix Packを適用する前のバージョンにロールバックされていれば、正しくアンインストールされています。 

 

 

 

 


